
第１回官民技術協力に関する検討会合 議事のポイント

 優位性を高めて不可欠性につなげていくためには、分野を選び集中投資することが必要。
 科学技術は国がリスクを取ることが当たり前のもの。特に量子をはじめ世界が一変する技術が生まれ、諸外国がしのぎ
を削っている中で、国として総力を挙げて開発しなければならない。

 従来は大企業が基礎研究も含めた先端技術の研究開発を行い日本の産業を支えていたが、今はこうした企業が減っ
ている。理研や産総研、大学で出てきたイノベーションの種を産業につなぐメカニズムが必要。
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 先端技術の実装を進める意味では、警察、海保、防衛といった政府部門の具体的なニーズを研究者と結び付けていく
ことが非常に重要。

 産学官を含めて先端技術を開発する会議体が必要ではないか。その際、何が機微なのかや、研究開発の進め方、
オープン・クローズを、参加者が納得して決める運営が必要であり、安心して情報提供できることが重要。

 経済安全保障の目的に特化したプログラム以外にも、経済安全保障的な視点を入れていく方法もあるのではないか。
 日本のスタートアップはセキュリティが弱い部分がある。少数ではあるが経済安全保障に影響がある貴重なデータを持っ
ているスタートアップがあり、セキュリティを支援する仕組みが必要。

 日本では、基礎的な領域から進んでいく段階で、海外、特に米国との連携が欠けている。今は米国に日本と組みたい
意向があるので、アメリカンスタンダードで仕組みを作るべき。米国の一流大学が共同研究できない制度だと意味がない。

①先端技術の研究開発への投資

②先端技術を効果的に守りつつ育成する仕組み

 シンクタンクの分析・情報を踏まえて政府が戦略を立て、それに合った研究開発の仕組みを実現していくことが重要。
 優位性がある先端科学技術領域を把握し、勝ち筋となる領域を設定するために、専門家を集める必要。同時に、プロ
フェッショナルな人材の育成も重要。法制で、人材育成も含めたシンクタンクの在り方を盛り込んでいただきたい。

 新しい才能を新しい分野で育成していくという観点で、シンクタンクが優秀な科学者のキャリアパスの一つとしての立場を
確立していくことが重要。

③育成すべき先端技術を見出すための仕組み
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